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事業報告 令和５年度後期（１０－１月）の活動報告

【新潟市補助事業】

今年度２回目の開催となりました。

交流の輪を広げる場になってほし
いなぁという思いで開催しています。

自治会の防災担当者で開設訓練
をしました。有事の際、避難所は、
住民が主体となり運営することに
なります。

国道８号４車線化に伴う交差点の
改良及び市道についてや移動式
緊急排水ポンプについて意見交換
を行いました。

縁起物を燃やして、五穀豊穣、商
売繁盛、家内安全、無病息災を願
いました。

健康福祉部会

健康福祉部会 自主防災会

事業報告や活動状況をホーム
ページでも紹介しています。
ぜひ、ご覧ください。
http：//www.minamiku-
oodoori.com

【作品展】 【サークル発表】 【防災コーナー】

裏面の防災だよりもご覧ください

小雨の中、大変多くの方々にご来場いただきました。多世代の「地域交流の場として明るい笑顔が広がりました。
ご協力いただきました皆様ありがとうございました。

高齢化が進みつつ有る大通団地
の住民の方々に、認知症を正しく
理解して頂くよう開催しました。



大通の防災士が防災の啓発活動を行っています。

新潟市南区では、震度５強の地震を観測しました。命の危険と恐怖を感じ
たことと思います。今後、余震が収まるまでの期間が一般的には長くなる
と言われています。少しでも危険回避と安心を得るために個々で出来る対
策の実施をお願いします。また、身体に不安のある方は自治会へ事前に
相談をしておく事も必要です。

～令和６年１月１日能登半島地震～

ドアロック・とびらロック・ベビーガード・ワンタッチストッパードア。戸棚や引き戸、
冷蔵庫や引き出しはロックするグッズで中の物の飛散を防ぎましょう

戸棚・冷蔵庫・タンスの上に物を置かない。落下による危険を回避しましょう。

被災時に一番困るのはトイレです。防災用品販売店やネット通販で購入し、
いざという時のために、使い方や設置方法を確認しておきましょう。

電気・ガス・水道が復旧するまでの間、最低限の備蓄品を
用意しておきましょう。

～自宅や近場での避難の場合～
◆カセットコンロ・ガスボンベ（冬の災害時は特に必要）
◆懐中電灯・非常用バッテリー（電力確保のため）
◆飲料水 ◆食料品（アレルギーのある方は必須）
◆救急用品・衛生用品・生理用品など
◆ビニール袋（大きくて丈夫なものを１０枚以上）
◆簡易トイレ（トイレットペーパー・除菌シート） ◆着替え数枚 などなど

～避難所へ避難する場合 必ず持っていくもの～
◆常用薬（お薬手帳） ◆貴重品・現金（小銭を中心に２万円程度）

一番大切な事は、テレビ・ラジオ等での正確な情報確認、早めの行動、
ご近所同士の協力・声かけなどです。自治会では震度5弱以上の地震の場
合に安否確認と情報伝達を行いますので、ご協力をお願いします。災害時
においては個々の心がまえが重要になります。命を守るためには、何事も
準備しておくことで早めの行動ができます。避難所では全てがそろっている
訳ではありませんので、ぜひ準備をお願いします。

大通防災士の会
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